
○議長（西村友志君） 休憩前に引き続きまして、本会議を再開いたします。 

 次に、公明党を代表いたしまして、１５番 松岡恒雄議員。 

     〔１５番 松岡恒雄君登壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） 公明党の松岡でございます。議長のお許しをいただきましたので、会派を代表

いたしまして、さきにお示しされました令和３年度一般会計予算、特別会計予算、企業会計予算、そして

それに対する市長の基本的な考え方、市の一般事務について、大きく６項目、全体で９項目にわたりまし

て一問一答方式により質問させていただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 また、初めての代表質問でございます。大変緊張しておりますけれども、時間配分等御迷惑をおかけす

るかもしれません。併せてよろしくお願い申し上げます。 

 まず、新年度一般会計の予算総額７１２億５２６７万２０００円ということで、過去最大規模であっ

た令和元年度、令和２年度に次ぐ過去３番目の規模の予算が組まれております。主な要因といたしまし

て、新型コロナワクチン接種事業費や、コロナに負けるな！飲食店営業継続緊急支援事業費、新たな学び

の創造事業費、津波避難施設整備事業費等でございます。 

 本予算の特徴といたしまして、竹上市長も所信で述べられていたとおり、今までに経験したことのな

い新型コロナウイルス感染拡大という特殊な状況下での予算であり、感染対策に加え、子育て関連では

小規模保育事業の実施にて待機児童の解消を目指すことや、公立保育園やこども園で出る使用済み紙お

むつを園にて一括処分する保育の充実、これまで助成のなかった一般不妊治療の保険適用外である人工

授精の治療費用の助成。 

 地域の頑張る力関連では、みえ松阪マラソン事業費、松浦武四郎記念館施設整備事業費、第７６回国民

体育大会開催事業費、また安全・安心な生活関連では、１０月第４日曜日を松阪防災の日と定め、防災の

日を含む１週間を松阪防災週間とすること、特殊詐欺等被害防止機器購入補助金事業、そして最後、市役

所関連では、４月から松阪市へ提出する申請書、届出書などの押印の省略の推進など、ウィズコロナ、ア

フターコロナを踏まえ、市民の命と生活を最優先している予算であると感じております。 

 一方で、財源の確保に関しましては、新型コロナウイルス感染拡大の影響から大幅な減収が見込まれ

ておりますが、新型コロナで落ち込む減収分を国が補填する地方特例交付金や地方交付税、市債での未

来投資基金への積立て、臨時財政対策債の活用、合併特例事業債や財政調整基金からの繰入れ等、新型コ

ロナ禍における予算編成となっております。まさに竹上市長の言われるコロナ禍を乗り越え、リスター

トする再発進の予算と言えるのではないかと感じております。 

 それでは、通告に従いまして、項目に沿って質問に入らせていただきます。午前中に行われております

代表質問で、新型コロナウイルス感染症で同じような質問がございますけれども、なるべく重複は避け

て質問させていただきたいと思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

 まず１点目、安心してだれもが学ぶことができるためにという大きな項の中で２項目質問させていた

だきたいと思います。 

 まず、ヤングケアラーの実態についてでございます。ヤングケアラーとは、家族の介護、ケア、身の回

りの世話を担っている子どもたちのことであります。家族にケアを要する人がいることで、家事や家族

の世話を行う子どもたち、いわゆるヤングケアラーは、年齢や成長の度合いに見合わない重い責任や負

担を負うことで、ヤングケアラー自身の育ちや教育に影響を及ぼしています。しかし、ヤングケアラーに



ついては、一部の自治体や研究者の研究調査で、中学生や高校生の実態把握が行われているものの、国内

において全国規模でヤングケアラーに関する実態把握がなされていないのが現状でございます。 

 ヤングケアラーである小・中・高の子どもたちが適切な養育を受け、健やかな成長と教育の機会を得ら

れ、子どもが介護、世話をしている家族に必要な福祉サービスを届けられるように支援することが重要

であると思われます。本市におきまして、このヤングケアラーの実態の把握は進んでいるんでしょうか、

御答弁いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

     〔福祉事務所長 石川圭一君登壇〕 

 

◎福祉事務所長（石川圭一君） まず、ヤングケアラーということで御質問いただきました。議員からも

御紹介いただきましたように、家族にケアを要する人がいる場合に、大人が担うようなケア責任を引き

受け、家事や家族の世話、介護、感情面のサポートなどを行っている１８歳未満の子どもであると認識し

ているところでございます。 

 今日、核家族化や共働き、晩婚化など、家庭を取り巻く状況が著しく変化している中で、中には家族の

誰かに介護などが必要となった場合、子どもがその役割を担うことがあり得るもので、非常に多感な時

期に心身ともに未発達な子どもがケアをすることは、精神的・身体的負担が非常に大きい場合があると

考えております。 

 このような中で、市におきましては、高齢者、障害者、子ども、生活困窮などの各分野において、市民

からの様々な御相談に応じているところでございますが、その中でヤングケアラーと思われるケースに

対応させていただくことがございます。 

 そこで、実態についてでございますが、具体的には、高齢者の総合相談窓口である地域包括支援センタ

ーでは、そうしたケースは余りないが、過去に両親に事情があって遠方にいるために、認知症の祖母と孫

の生活となってしまいまして、介護サービスは利用していたものの、食生活などで生活の乱れが見られ

たケースなどがあったと伺っております。 

 また、よく介護サービスのプランをつくっていただく居宅介護支援事業所でございますが、ほとんど

の事業所でこれまでにそうしたヤングケアラーの世帯に関わったことはないようでございますが、中に

は地域から情報がありまして、家族間の関係性から、また生活のため親が夜間も仕事をしていることな

どから、高校生の孫の方がいわゆる介護、中学生の孫が小学生の孫の面倒を見ているといったケースが

ございまして、結果的に介護サービスの利用につなげるケースがあったと聞いております。 

 また、障害者の相談支援事業所においても、これまでに幾つか事例があり、例えば親や兄弟に障害など

があって、食事などの世話をするといったケースがあり、中には障害と薬物依存を抱えた世帯があって、

相談支援事業所、児童相談所、市の児童虐待担当、警察などが危機介入し対応したケースもございまし

た。 

 また、さらに生活困窮のための生活相談支援センターにおいても、これまでに精神疾患がある方が子

どもに精神的に依存しておりまして、不安定就労の世帯でもあるために、子どもが日常の世話をするな

どの事例があったということを聞いております。 

 実情としましては、このように既に幾つかのケースが報告されておりまして、やはり子どもが家族の

ケアを行い、中には大きな負担となっている事例があることから、その根本の課題の解決のために関係

者と情報共有し、ケアが必要な方を介護や障害などのサービスにつなげるなど、相談・支援機関や団体が



努力をいたしているところでございます。 

 以上でございます。 

     〔福祉事務所長 石川圭一君降壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） ありがとうございました。いろんな角度から御答弁いただきました。このヤン

グケアラーの実態については、この後、山本節議員のほうで関連質問させていただきますので、よろしく

お願いいたします。 

 続きまして、安心してだれもが学ぶことができるためにの項、２番目の不登校の実態と対策について

でございます。 

 松阪市の不登校児童生徒数について、事前にいただきましたデータによりますと、中学校の不登校数

はこの２年間減少傾向にあるそうでございますが、小学校の不登校数が増加傾向にあるということでご

ざいました。これをどのように分析されておるのか、伺いたいと思います。お願いします。 

     〔教育長 中田雅喜君登壇〕 

 

◎教育長（中田雅喜君） それでは、お答え申し上げます。急速な社会の変化の中、心理的、情緒的、あ

るいは社会的要因などによって不安を感じ、不登校という形で自らの夢や希望を見失っている子どもが

一定数いるということは、本市において、積極的に取り組むべき大きな教育課題の一つであると捉えて

おります。 

 議員も御案内いただきました不登校の推移でございますが、これは全国や県の状況としては、小中学

校とも不登校児童生徒数が増加しておりますが、御紹介いただきましたように、本市の中学校におきま

しては２年連続減少しております。これにつきましては、平成２９年度より西中学校を不登校対策のモ

デル校として研究を進め、小・中連携や相談体制の充実、個別の支援を行うための様式を統一し、それを

活用するなど、西中学校で研究されたことを他中学に還流を図りながら、いろんな取組を進めていった

結果ではないかなと考えております。 

 一方、小学校の不登校児童の増加につきましては、全国的な傾向としても見られ、社会的な規範意識の

低下や情報社会における人間関係の希薄化、保護者の考え方の変化など、子どもを取り巻く社会情勢の

変化が少なからず見られると考えます。 

 児童生徒一人一人の状況としては、発達年齢に伴う人間関係や学習・家庭環境など様々でございます

が、どのケースにおいてもその状況を早期に捉え、迅速な初期対応を行っていくことが大切だと考えて

おります。 

 市教育委員会といたしましては、小中学校それぞれにおきまして、子どもたちの変化を敏感に感じ取

りながら、総合的な取組を進められるよう相談体制の充実を図るとともに、Ｑ－Ｕ調査や教職員の資質

向上に取り組んでまいります。 

     〔教育長 中田雅喜君降壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） ありがとうございました。この不登校の実態と対策についても、この後、山本

節議員のほうで関連質問させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、いつまでも元気で充実した生活を送ることができるために。この項で３項目質問させて



いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 １項目めの新型コロナウイルスワクチンの円滑な接種に向けてでございます。冒頭でも述べさせてい

ただきましたけれども、先ほども市民クラブの新型コロナウイルス感染症への対策の質問がございまし

た。少し重なるところもあるかもしれませんが、よろしくお願いいたします。 

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大に対して、収束の鍵を握るのがワクチン接種でございます。日

本はアメリカ、イギリスの３社から約１億５７００万人分のワクチン供給を受ける契約を結んでおりま

す。このうちアメリカ・ファイザー社のワクチンが２月１４日、我が国で薬事承認をなされました。これ

を受けて、２月１７日から国立病院等１００病院、１万人以上を対象に医療従事者向け先行接種が開始

され、三重県におきましても１９日から実施されております。 

 その後、約３７０万人の医療従事者に接種が行われまして、少し遅れるとの報道もございましたが、４

月から、昨日の報道では４月１２日ともございましたけれども、令和３年度に６５歳以上となる高齢者

約３６００万人への接種がスタートするとお聞きしております。 

 最初に、ワクチン接種事業のスケジュール等お伺いするつもりだったんですけれども、市民クラブの

質問の中で御回答いただきましたので、ワクチン供給が世界的に逼迫している状態で予定どおりになら

ないという御回答もありましたけれども、スケジュールを含めまして少し確認したいんですが、想定さ

れている業務の内容について、どこが運営されるという部分もありますので、これを委託または直営で

されていくのか、この辺のところをまずお聞きしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

     〔健康福祉部長 薗部 功君登壇〕 

 

◎健康福祉部長（薗部功君） それでは、想定されます業務におきまして、委託か直営かということでご

ざいます。 

 ワクチン接種に関しまして、市町村には住民接種の体制を構築する役割が課せられております。想定

される業務には、接種券の作成、封入、発送、予約の受付、相談、接種会場の運営、接種記録の管理、ワ

クチンの分配、医療機関との連携・調整、そして支払い業務、健康被害相談窓口対応などがございます。

これらの業務につきましては、事務量が膨大になることから、委託で業務を行うことが認められており

ますが、今回委託を行いますのが、接種券の作成、封入、発送、予約受付、相談、接種会場の運営、接種

記録の管理などでございます。 

 以上です。 

     〔健康福祉部長 薗部 功君降壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） 多気町等１市３町広域で運営業務委託ということで、この接種体制をしっかり

つくり上げていただきたいと思います。 

 続いてですけれども、高齢者等の優先接種、そして一般接種について、同封して送付されるものがある

んですけれども、どういったものが同封されて送付されるのか、この辺をお伺いしたいと思います。 

     〔健康福祉部長 薗部 功君登壇〕 

 

◎健康福祉部長（薗部功君） 接種券は各個人お一人お一人に送付をいたします。その封筒には、予診票

（訂正前 予約票）とワクチン接種に関するチラシも同封いたします。チラシには、新型コロナウイルス



ワクチン接種についての予約の方法などが記載されております。また、予防接種を受けることができな

い方や、予防接種を受けるに当たり注意が必要な方などに向けた説明書も同封し、周知も行ってまいり

たいと考えております。 

 以上です。 

     〔健康福祉部長 薗部 功君降壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） 予診票ですよね、そしてチラシ、説明書を同封されるということでございまし

た。 

 この高齢者等優先接種と一般接種の予約の方法についてもどのようにされていくのか、少し詳しくお

願いしたいと思います。 

     〔健康福祉部長 薗部 功君登壇〕 

 

◎健康福祉部長（薗部功君） 先ほどのところで、１つ訂正をお願いいたします。先ほど封筒には「予診

票」というところでございますが、「予約票」と申し上げてしまいました。訂正して、深くおわび申し上

げます。 

 それでは、予約の方法でございます。集団接種の予約は、３月１日に開設するコールセンターとインタ

ーネットの２つの方法で受付をいたします。ワクチンは２回の接種が必要ですので、１回目の予約の際

に２回目の予約もお取りいたします。 

 接種につきましては、ワクチンの配分量にもよりますが、できる限り接種日の約１週間前には個別に

郵送、またはメールにて改めて日時のお知らせをいたします。 

 また、予約の１つとしておりますコールセンターでは、英語、中国語、ポルトガル語、タガログ語の４

カ国語に対応いたします。 

 そして、ワクチン接種に関する情報につきましては、松阪ナビ及び１市３町の広報紙やホームページ

等で随時お知らせをしたいと考えております。 

     〔健康福祉部長 薗部 功君降壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） ありがとうございました。予約の方法、松阪ナビ、広報まつさか、ホームペー

ジといった形でお知らせするとありましたけれども、何としても接種率が上がるように対応していただ

きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 予約方法の中で、最近注目されています予約のキャンセル待ちというのが報道等で言われているんで

すけれども、このキャンセル待ちに対して、これはできるんでしょうか。また、できるのであればどのよ

うにされるのか、お伺いしたいと思います。 

     〔健康福祉部長 薗部 功君登壇〕 

 

◎健康福祉部長（薗部功君） 予約のキャンセル待ちとなりますと、どうしても集団接種によりますと、

ワクチンの供給に対しての接種というところがございます。そういったことの中で、この集団接種につ

きましては、やはりキャンセル待ちは現在は取らない方向でおります。どうしても、先ほども言いました

ように供給が不透明である。予約についても課題がまだまだございますので、ただ今後どのような体制



が望ましいのかというのは、またいろんなケースをこちらもヒアリングしながら検討はしてまいりたい

と考えております。 

 以上でございます。 

     〔健康福祉部長 薗部 功君降壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） ありがとうございました。まだまだ不透明な部分がありますので、いろんな状

況に合わせて行っていかないといけないと思いますので、ぜひとも市民の方が分かりやすい形の制度に

していっていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 続いて、接種を受ける会場、松阪市はクラギ文化ホールと子ども支援研究センターの体育館を使って

やるわけですけれども、その接種会場の運営訓練の検証ということで質問させていただきたいと思いま

す。 

 運営会場のシミュレーションといいますか、クラギ文化ホールと子ども支援研究センター体育館を使

う図面は見せていただいたんですけれども、このシミュレーションについてお聞きしたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

     〔健康福祉部長 薗部 功君登壇〕 

 

◎健康福祉部長（薗部功君） 接種会場におけますシミュレーションということですが、この集団接種は

これまでに経験したことがない接種方法でございますことから、三重県内では２月９日に東員町が、ま

た全国の自治体においてもシミュレーションが行われております。それらのシミュレーションで明らか

になった課題を参考にしまして、会場の運営が安全に、また円滑に行えるよう検証してまいりたいと考

えております。 

 以上です。 

     〔健康福祉部長 薗部 功君降壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） ありがとうございました。東員町のお話をしていただきましたけれども、やは

り松阪でも４月の接種の日程が決まり次第すぐにはできないと思いますので、その辺の検証をしっかり

していただいて、絶対失敗のない接種体制を構築していただきたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

 その接種会場の運営訓練の検証という部分でもう一つ、先ほど市民クラブでもあったんですけれども、

副反応に対するケアを心配する方もいらっしゃいますので、この検証といったところで少しお聞きした

いと思います。よろしくお願いします。 

     〔健康福祉部長 薗部 功君登壇〕 

 

◎健康福祉部長（薗部功君） 接種後の副反応に関しましては、多くの方が不安に思っておられることと

存じます。海外で報告されているファイザー社ワクチンの副反応の事例といたしましては、接種部位の

痛みや頭痛、倦怠感、発熱等が挙がっております。また、まれな頻度でアナフィラキシーが起きたことも

報告されております。 

 接種会場には予診医師のほか、接種後の１５分から３０分は経過観察を行うこととなっているため、



副反応に対する観察を行う看護師を配置いたします。また、救急の事態に対応するための医薬品も配備

するなど、体制をしっかりと整えてまいりたいと思っております。 

 なお、健康被害が起こった場合などは市町が窓口となり、相談対応を行い、予防接種法に基づく予防接

種後健康被害救済制度により、医療費や医療手当の救済・補償を受けることができるとなっております。 

 以上です。 

     〔健康福祉部長 薗部 功君降壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） ありがとうございました。接種会場の運営訓練の検証というところで２問ぐら

い聞かせていただいたんですけれども、ワクチンロスを発生させないという議論がされていますけれど

も、こういったことも含めてシミュレーションしていただいて取り組んでいただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

 続きまして、集団接種会場へ行くことができない高齢者、そして障害をお持ちの方々等への対応につ

いてお尋ねしたいと思います。こういった交通手段のない方への送迎対応をどのように考えておられる

のか、お伺いしたいと思います。 

     〔健康福祉部長 薗部 功君登壇〕 

 

◎健康福祉部長（薗部功君） 高齢者の方や障害をお持ちの方で、クラギ文化ホールまで御自身で行くこ

とが難しい方の接種につきましては、平日のほか、日曜日も開設いたしますので、御家族の御協力をいた

だき、お連れいただくことをお願いしたいと思っております。しかしながら、集団接種において１市３町

の全域を網羅することはかなりの困難を極めますことから、診療所などのかかりつけ医で接種を受けて

いただける個別接種を松阪地区医師会の御協力の下、体制づくりを行い、できるだけ身近な地域で受け

ていただくことができるよう、現在協議をさせていただいているところでございますので、どうかよろ

しくお願い申し上げます。 

     〔健康福祉部長 薗部 功君降壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） ありがとうございました。やはりこの接種率に直接影響を受けると思いますの

で、この交通弱者対策、送迎体制をしっかりと考えていただきたいとお願いしたいと思います。本当にこ

この部分が一番大事になってくると思いますので、今ちょっとできないという御答弁もありましたけれ

ども、何とかこういったところを充実させていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 そして、集団接種会場へ行くことができない高齢者、障害者の方への対応ということで、施設入所者の

方への接種について、どういったお考えをお持ちでしょうか、よろしくお願いします。 

     〔健康福祉部長 薗部 功君登壇〕 

 

◎健康福祉部長（薗部功君） 高齢者施設、障害者施設に入所中の方につきましては、各施設の入所者情

報やインフルエンザワクチン接種時の協力医、及び従業員数を調査いたしました。また、今後接種をして

いただける協力医の調整や登録、ワクチン分配などの接種計画を立てまして、施設内で接種を受けてい

ただくことができるよう、これも松阪地区医師会と現在調整中でございますので、よろしくお願い申し

上げます。 



     〔健康福祉部長 薗部 功君降壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） 続いて、個別接種の体制ということで、午前中にも質問がありました。もう質

問を控えておこうかなとも思ったんですけれども、午前中のところで御回答いただいて、午後というこ

とで、一番大事な部分でございますので、もう一度質問させていただきたいと思いますので、重なる部分

もあると思いますけれども、この個別接種の体制についてどのようにお考えか、よろしくお願いします。 

     〔健康福祉部長 薗部 功君登壇〕 

 

◎健康福祉部長（薗部功君） 接種対象となる１６歳以上の１市３町の人口、約１８万１０００人のう

ち、接種率を７０％と想定した人口約１２万７０００人の５０％となる約６万３５００人が集団接種、

同じく５０％が個別接種と想定し、接種を実施していきます。 

 個別接種につきましては、国がワクチンを配分し、診療所などのかかりつけ医で接種を受けることが

可能との考えを示したことから、医師会と協議を行い、接種に向けた検討を行っているところでござい

ます。 

 ２月１５日に松阪地区医師会の会員医師向けに、ワクチン接種に関すること及び市の体制等について

説明会を行い、個別接種及び集団接種に対応していただけるかどうかの意向調査を現在行っているとこ

ろでございまして、その結果が昨日２月２４日現在で１５２医療機関中、約半数の７４カ所の医療機関

が個別接種を実施予定の意向であると松阪地区医師会から報告を受けたところでございます。 

 これまでにディープフリーザーも松阪中央総合病院、済生会松阪総合病院、松阪市民病院へ各１台ず

つ、計３台が設置されましたが、３月中に４台、４月と５月に合計６台、計１３台を集団会場や病院等へ

設置し、各個別接種を実施する医療機関へワクチンを分配できるよう調整し、体制を整備してまいりま

す。 

 以上です。 

     〔健康福祉部長 薗部 功君降壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） すみません、午前中の市民クラブの質問の部分で、今もう一度聞かせていただ

いて、はっきりと理解できました。ありがとうございます。 

 それでは、この相談体制についても非常に大事でございますので、説明いただきたいと思います。お願

いします。 

     〔健康福祉部長 薗部 功君登壇〕 

 

◎健康福祉部長（薗部功君） 相談体制につきましては、２月１５日に厚生労働省が電話相談窓口を、ま

た三重県がみえ新型コロナウイルスワクチン接種ホットラインを開設して、ワクチン接種に関する相談

の受付を開始しております。 

 市は、３月１日にコールセンターを開設します。平日の午前９時から午後６時までで、ワクチン接種に

関する相談、予約の受付、予約の変更、予約のキャンセルなどに対応いたします。 

 なお、ワクチンの供給がはっきりしていないため、接種開始日も決まっていないことから、コールセン

ターでの予約受付もできない状況でございますので、受付開始までの間は相談業務を行っていきたいと



考えております。 

 以上です。 

     〔健康福祉部長 薗部 功君降壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） ありがとうございました。 

 それでは、大学生、単身赴任者等の居住地以外の接種を希望する場合にどのように対応されていくの

か、お伺いしたいと思います。 

     〔健康福祉部長 薗部 功君登壇〕 

 

◎健康福祉部長（薗部功君） ワクチン接種は、平時の定期接種と同様に、住民票所在地の市町村で受け

ることを原則としております。１市３町につきましては、松阪地区医師会管内で接種体制を構築してい

ることから、例外的に住所地自治体として接種ができることとしております。 

 また、やむを得ない事情がある場合には、住民票の所在地以外でも受けることができます。やむを得な

い事情とは、例えば市外の病院に長期入院している方や、市外の高齢者施設に入所している方、また基礎

疾患をお持ちの方が市外のかかりつけ医で接種を受ける場合があります。この場合は、特別な申請をせ

ずに受けることができます。しかし、単身赴任中の方、遠隔地に下宿している学生の方につきましては、

現在滞在している市町村に申請を行ってから受けていただく必要がございますが、具体的な申請方法は

まだ示されておりませんので、御了承いただきたいと思います。 

 以上です。 

     〔健康福祉部長 薗部 功君降壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） ありがとうございました。具体的にまだ決まっていないことが非常に多くある

ようでございます。ＤＶとかストーカー行為等、また児童虐待やこれに準ずる行為の被害者等で住民票

登録地が不明な方、住所地での接種が困難な方等への対応についてもしっかりと行っていただきたいと

思います。よろしくお願いいたします。 

 予約の方法のところで少し触れていただきましたけれども、外国人の方への対応について、案内や言

語のことも含めてもう一度どのように対応されるか、確認したいと思います。 

     〔健康福祉部長 薗部 功君登壇〕 

 

◎健康福祉部長（薗部功君） 外国籍市民への対応ということでございます。３月１日に開設いたします

コールセンターでは、英語、中国語、ポルトガル語、タガログ語の４カ国語に対応いたします。接種に必

要となる予診票については、外国語対応の予診票を国が作成しますので、集団接種会場に設置し、対応い

たします。 

 接種会場内にも外国語版の案内看板を設置し、各種質問に対して翻訳したものを準備し対応いたした

いと考えております。 

 また、外国籍市民に向けたワクチン接種に関する情報の周知をホームページで行うとともに、チラシ

を作成し、啓発をしてまいりたいと考えております。 

 以上です。 



     〔健康福祉部長 薗部 功君降壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） 外国人の方も４０００人以上いらっしゃいますので、しっかり対応していただ

きたいと思います。 

 そして、この項の最後の質問にしたいと思うんですけれども、ファイザー社のワクチンということで、

集団接種体制をまず先行されて、個別体制へという形だと思うんですけれども、このクラギ文化ホール

が約１年間使えないということになりますけれども、このクラギ文化ホールが使えなくなった皆さんへ

の対応ということで、現在どのような状況であるのか、少しお伺いしたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

     〔産業文化部長 内山次生君登壇〕 

 

◎産業文化部長（内山次生君） クラギ文化ホールということですので、私のほうからお答えさせていた

だきます。 

 クラギ文化ホール及び子ども支援研究センターは、コロナウイルスワクチンの集団接種の拠点として、

令和３年４月より１年間使用することといたしました。その期間に予約していただいておりましたクラ

ギ文化ホールでは７６団体、子ども支援研究センターでは１８団体につきまして、１月２５日より使用

停止の連絡を電話にて行いました。予約していただいた方から、もう準備は始めているのにとか、どこか

別の会場はないのかなどのお声もいただいておりましたが、丁寧に説明や御案内をさせていただき、全

ての方からコロナウイルス感染症対策であるので仕方がないと、御了承をいただいております。 

 以上でございます。 

     〔産業文化部長 内山次生君降壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） ありがとうございました。ぜひとも市民の皆さん、不安にならないような対応

をよろしくお願いしたいと思います。 

 世論調査でも、このコロナワクチンについて、接種したい方が６０％以上、そしてコロナワクチンによ

って感染が収束することに期待している方が７８％、約８割の方が期待すると回答しております。私た

ち議員も心してこのワクチンの円滑な接種に向けて取り組んでまいりたいと思っておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

 この新型コロナウイルスワクチンの円滑な接種に向けてについても、この後、山本節議員のほうで関

連質問させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、いつまでも元気で充実した生活を送ることができるためにの項、２項目めの子宮頸がん

ワクチン接種事業についてでございます。 

 今回の代表質問で書画カメラが使えなくて、非常に残念なんですけれども、これは厚生労働省のリー

フレットですけれども、小学校６年生から高校１年生の女の子と保護者の方へ大切なお知らせと、あな

たと関係のあるがんがありますというリーフレットです。子宮頸がんの現状、また子宮頸がんにかかる

仕組み、検診、接種、その効果やリスク、ワクチン接種の注意点、まずは知ってくださいということで、

８ページにわたって分かりやすい表現でリーフレットがつくられております。 

 まず最初にお聞きしたいんですけれども、子宮頸がんワクチン接種事業について、松阪市の現状、また



接種の方の状況等についてお伺いしたいと思います。お願いします。 

     〔健康福祉部長 薗部 功君登壇〕 

 

◎健康福祉部長（薗部功君） 子宮頸がんは、日本では年間約１万１０００人が発症し、毎年約２８００

人の方が亡くなられております。女性特有のがんとして、乳がんに次いで罹患率が高く、患者は２０歳代

から増え始め、３０歳代までに子宮頸がんのために妊娠できなくなる女性が毎年約１２００人となって

おります。子宮頸がんのほとんどがヒトパピローマウイルス、ＨＰＶというウイルスですが、これに感染

して生じることが発見され、世界では２００６年からワクチン接種が始まり、世界保健機構が接種を推

奨し、現在１００カ国以上で公的な予防接種が行われております。 

 国では、平成２３年２月から、子宮頸がんワクチン接種緊急促進事業として接種を開始し、平成２５年

４月からは予防接種法に基づく定期接種として実施しておりますが、国民に適切な情報提供ができるま

での間、定期接種を積極的に勧奨すべきではないとされており、市の子宮頸がんワクチン接種者数は、平

成３０年度実接種者数として６人、延べで１０人、令和元年度実接種者数としましては１２人、延べで２

４人となっております。 

 以上でございます。 

     〔健康福祉部長 薗部 功君降壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） このＨＰＶウイルス、ヒトパピローマウイルスの積極的勧奨の差し控えから７

年が経過しております。このワクチンの存在自体を知らない対象者も増えたことから、国でもその周知

の必要性が議論されるようになりました。そして、２０２０年１０月、このＨＰＶワクチンに関する情報

提供の方針が変更となりました。 

 この情報提供の方針変更を受けまして、勧奨の在り方、そして周知の状況等、松阪市としてどのように

対応されたか、お伺いしたいと思います。お願いします。 

     〔健康福祉部長 薗部 功君登壇〕 

 

◎健康福祉部長（薗部功君） 令和２年１０月９日に国が勧告を出し、定期接種の対象者またはその保護

者に周知を行うとともに、接種機会の確保を図る旨の通知がされましたことを受け、市におきましては、

昨年１０月２９日にＨＰＶワクチン接種のお知らせのはがきを小学６年生から高校１年生に当たります

３５４９人の女子を対象に送付いたしました。結果としまして、はがきを送付した後の１１月から１月

の３カ月間での実接種者数は７０人、延べで９３人となり、送付前の令和２年４月から１０月の７カ月

間を合わせた１０カ月での実接種者数は８５人、延べで１１８人となり、令和元年度の延べ２４人と比

較しますと約５倍に増加しているといったところでございます。 

 以上です。 

     〔健康福祉部長 薗部 功君降壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） やっぱりはがきの力はすごいなと思います。 

 市民の皆さんの声ですけれども、高校２年生の方と中学３年生の友人関係の方がいたんですけれども、

そういった方の保護者から御相談を受けました。 



 子宮頸がんワクチンですけれども、Ａ子さんにはお知らせは来ましたかと、そしてうちは来ませんで

したというのがありました。国が副作用で重篤な症例があった後、積極接種しなくなったから、この年代

にはお知らせは来ていないということです。ただ、接種できなくなったわけではなくて、問合せが来た場

合は問診票を渡していたそうですと。なのに、今から受けるとなると対象年齢を超えているので、実費と

なって、１回１万８０００円、そして３回受けると５万４０００円前後かかってくるということで、助成

金もないんですということで、ちょっと不満ですといった御相談をいただきました。 

 また、もう１人の方が、通知が行かなかった年代のお子さんということで、再度このはがきを送ってい

ただいて、希望者は無料で受けることはできないのかなと。そして、はがきは送らなくても、その期間の

お子さんからの申し出があった場合、期間を決めずに無料にするとか、何かこういった救済措置はでき

ないんでしょうかといった問合せをいただきました。 

 定期接種対象外となった方への対応について、ぜひとも御検討いただきたいんですけれども、この点、

いかがでしょうか、よろしくお願いします。 

     〔健康福祉部長 薗部 功君登壇〕 

 

◎健康福祉部長（薗部功君） 定期接種対象外となった方への助成につきましては、定期接種対象者の接

種率もまだまだ低い状況でもありますことから、まずは定期接種の対象者に対しまして様々な機会を通

じ、公費負担で接種のできるワクチンの一つでもあると知っていただくことで、これまで余り関心がな

かった接種を検討し、判断をしていただけるよう、有効性、安全性に関する情報や、接種を希望された場

合に必要とされる情報を周知してまいりたいと考えておりますので、御理解いただきますよう、よろし

くお願い申し上げます。 

 以上です。 

     〔健康福祉部長 薗部 功君降壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） ありがとうございました。本当に難しい判断の事例だと思いますので、もう少

し対象外の方たちの声をいろんなところで拾っていただく、聞いていただくことで前向きに御検討いた

だきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 では、続きまして、いつまでも元気で充実した生活を送ることができるためにの項の３項目めの日常

生活用具の基準額等の根拠についてでございます。 

 障害者の日常生活を支援するための日常生活用具支援事業における物品に対する基準額や、耐用年数

の算定根拠についてお伺いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

     〔福祉事務所長 石川圭一君登壇〕 

 

◎福祉事務所長（石川圭一君） ただいま障害者の方の日常生活用具のことにつきましての御質問をい

ただきました。日常生活用具の給付でございますけれども、障害者総合支援法第７７条に規定する市町

村の地域生活支援事業の一つでございまして、障害者などに対して、自立生活支援用具等の日常生活用

具を給付または貸与することなどにより、日常生活の便宜を図り、その福祉の増進に資することとされ

ております。 

 また、日常生活用具の給付は、市町村における地域生活支援事業に位置づけされていることから、その



対象用具、基準額、耐用年数等につきましては市町村の判断により決定するものでございまして、その基

準は法令等には定めはございません。 

 ただし、日常生活用具の要件として、平成１８年９月の厚生労働省告示によりまして、障害者総合支援

法の規定に基づく厚生労働大臣が定める日常生活上の便宜を図るための用具が示され、それによります

と３点ございます。 

 １点目としまして、障害者等が安全かつ容易に使用できるもので、実用性が認められるもの。２点目

で、障害者などの日常生活上の困難を改善し、自立を支援し、かつ、社会参加を促進すると認められるも

の。３点目で、用具の製作、改良または開発に当たって障害に関する専門的な知識や技術を要するもの

で、日常生活品として一般に普及していないものの３つを満たすものであることとされております。 

 また、毎年度厚生労働省が各都道府県を対象に行っております障害保健福祉関係主管課長会議の資料

によりますと、対象品目の選定に当たっては、健康保険制度など他の制度で適用される用具ではないこ

とを確認した上で、厚生労働省告示により定める用具の要件に該当するかどうかを判断し、要件を満た

さない用具を支給することなく適切な運用をお願いするとされております。 

 地域の実情に要した適切な種目や基準になるよう、要綱等の見直しに努めていただきたいとも要請を

されているところでございます。 

 これらの条件を満たし、市町村が認めたものを日常生活用具として給付をしておるということで、松

阪市においては松阪市障がい者等に対する日常生活用具給付事業実施要綱によりまして、計５１種目を

日常生活用具として現在給付の対象といたしているところでございます。 

 なお、松阪市におきましては、昨今でございますけれども、平成３１年１月、人工呼吸器用自家発電機

と、人工咽頭用埋込型人工鼻をそれぞれ対象種目に加えましたほか、対象年齢を１８歳以上としていた

種目が５種目ございますが、これを学齢期以上に引下げをいたしまして、条件を緩和したところでござ

います。 

 また、令和２年７月には、眼鏡装着型文書読上げ装置、暗所視支援眼鏡、人工内耳用電池の３種目を対

象用具に追加したほか、障害者のみの世帯としていた条件が使われていた全７種目につきまして、世帯

条件を撤廃し、真に必要な障害者に日常生活用具の給付ができるよう、要綱の改正を行ってきたところ

でございます。 

 松阪市におきましては、先ほどから申し上げておりますこの日常生活用具の要綱につきましては、こ

のように見直しを行っているところでございますが、今後も用具の最新の情報や他の自治体の動向など

を常に注視し、障害者が日常生活を送る上で必要な用具であるかどうかを判断していきたいと考えてい

るところでございます。 

 以上でございます。 

     〔福祉事務所長 石川圭一君降壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） ありがとうございました。この日常生活用具の基準額等の根拠についても、こ

の後、山本節議員のほうで関連質問させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 

○議長（西村友志君） ここで、暫時休憩いたします。午後３時４５分、本会議を再開いたします。 

                         午後３時３６分休憩 



                         午後３時４５分開議 

 

○議長（西村友志君） 休憩前に引き続きまして、本会議を再開いたします。 

 

◆１５番（松岡恒雄君） それでは、続きまして、安全・安心に生活を送ることができるためにの項で、

防災対策について質問させていただきたいと思います。 

 本年度の当初予算における防災対策費は９億１２４７万６０００円の計上で、主に津波避難施設整備

事業費で、前年度より６億２９８４万３０００円が増額されております。津波避難タワー建設について

の議論は、この議会でも多くの会派で取り上げさせていただいて、市民の皆さんの声を実現したもので

あると感じております。この令和３年度中に完成を目指すということで、大いに期待しているものでご

ざいます。 

 改めまして、この津波避難タワー建設事業について、これまでの取組や背景も併せてお伺いしたいと

思います。よろしくお願いします。 

     〔防災担当参事 北川高宏君登壇〕 

 

◎防災担当参事（北川高宏君） それでは、まずはこれまでの事業の背景や取組について、少しお時間を

いただいて御回答をさせていただきたいと思います。 

 平成２６年３月に発表された南海トラフ地震の被害想定により、松阪市では第１波津波到達までに１

時間前後とされておることから、避難時間に比較的余裕があると考えておりました。そういった中、万一

逃げ遅れた場合を想定しまして、より遠く、より高く逃げる避難行動が取れるよう、地域と行政が一体と

なり、民間事業者等の協力の下、津波緊急一時避難ビルの指定に努めてまいりました。 

 しかしながら、実際に津波避難が可能かどうかを科学的に検証するために、平成２９年度に学識経験

者や地域等で構成する松阪市津波避難対策検討会を立ち上げ、松阪市津波避難対策基本方針を策定し、

津波避難困難地域の抽出に至ったところでございます。 

 平成３０年度では、松阪市津波避難計画を策定し、津波避難困難地域の解消に向けまして、既存施設を

活用した津波緊急一時避難ビルの指定が困難な五主町と松名瀬町の一部の２地区について、それぞれ１

基ずつ、令和元年度から令和３年度の３カ年で津波避難タワーの整備を進めているものでございます。 

 既に令和元年度においては、用地測量、地質調査、基本設計を実施し、令和２年度では用地取得、造成

設計、実施設計を実施、令和３年度には造成工事と建築工事に着手し、令和３年度内の完成を目指すもの

でございます。 

 次に、津波避難タワーの施設概要などでございますが、ともに鉄筋コンクリート造とし、要配慮者対策

として階段のほかにスロープを設けています。まず、五主避難タワーについて、収容人数は国勢調査の人

口を基に収容人数７８６人、避難床高は、２階が地盤面から７メートル、屋上が地盤面から１０．５メー

トルとなっております。また、松名瀬避難タワーについては、収容人数１６１人、避難床高は２階で地盤

面から７メートルとなっております。 

 なお、津波避難タワー建設場所での津波によって浸水が想定される高さは、理論上の最大値で、五主町

で３．１メートル、松名瀬町では３．６メートルでございます。 

 さらには、両施設ともに災害用備蓄品を配備する備蓄倉庫を設けまして、食料、飲料水、毛布、簡易ト



イレを備蓄し、孤立対策を図ります。また、マスクなどの感染症予防対策物品も配置を考えるとともに、

間仕切りのある避難スペースなどを設け、感染症拡大防止対策も図ることとしております。 

 以上でございます。 

     〔防災担当参事 北川高宏君降壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） 詳しくありがとうございました。本当に今年度中の建設ということで、楽しみ

にしております。 

 松阪市の湾岸地域では、五主町、また松名瀬町以外にも津波避難施設を建設してほしいといったお声

があります。私たち議員にも入ってくるんですけれども、今後のタワー建設についてのお考えをお伺い

したいと思います。 

     〔防災担当参事 北川高宏君登壇〕 

 

◎防災担当参事（北川高宏君） 今後のタワーの建設について考えはあるかどうかという御質問をいた

だきました。 

 松阪市津波避難対策基本方針や松阪市津波避難計画におきまして、過去の津波避難の事例を踏まえま

して、また科学的根拠により、津波避難困難地域の２地区を抽出していることから、津波避難計画の見直

しを行うまでは津波避難タワーの建設予定はございません。 

 以上でございます。 

     〔防災担当参事 北川高宏君降壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） 津波避難計画の見直しということ、分かりました。私たち議員のほうには、こ

の２基が今年度中にできるということで、問合せなり、ほかの地域にもというお声がありますので、そう

いった地域の声を確認していただいて、取り組んでいただきたいと思います。 

 この津波避難タワーの件に関してはこれで終わりたいんですけれども、２月１５日、四日市市では災

害発生時における避難所の混雑情報配信に関する協定が締結されました。災害発生時に避難所を開設す

る際、協定先の企業が避難所のリアルタイム混雑情報発信を行うインターネットサービスを提供すると

いうものでございます。全国でも５０を超える自治体で導入されているということでございます。コロ

ナ禍の中、松阪市でも同じようなシステムが導入できないか、お考えをお聞きしたいと思います。お願い

します。 

     〔防災担当参事 北川高宏君登壇〕 

 

◎防災担当参事（北川高宏君） 議員より御紹介いただきました避難所の混雑情報配信システムは、御家

庭のパソコンやスマートフォンからアクセスすることで、各避難所の位置や混み具合を確認でき、一部

の避難所に人が集中することを避け、分散避難につなげることにより、感染拡大防止を図るものと考え

ております。 

 松阪市におきましても、現在運用しておりますスマートフォン向けアプリ「松阪ナビ」におきまして、

各避難所の位置情報や収容人数等の内容のほかに、避難所までの避難経路が確認できる機能もございま

す。また、市のホームページでは、警報発表時に市の災害対策本部が立ち上がった際、緊急用トップペー



ジに切り替えまして、その中で開設避難所の収容状況をリアルタイムで御確認いただくことができるよ

うになっております。 

 今後は、御紹介いただきました先進的な事例も参考にしながら、さらに研究をしてまいりたいと考え

ております。 

 以上でございます。 

     〔防災担当参事 北川高宏君降壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） ありがとうございました。松阪ナビを私も入れております。午前中にもありま

したけれども、ダウンロード数６４００ぐらいということでございましたので、もうちょっと使い方を

僕らも学んでいかないといけないんですけれども、先ほど御答弁いただきましたように、こういった研

究もしていっていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 以上でこの項の質問を終わらせていただきたいと思います。 

 続きまして、快適な生活環境を実現するためにの項で、コロナ禍での狂犬病予防について質問させて

いただきたいと思います。 

 松阪市の昨年１年間の狂犬病予防注射の接種率が７１．１％と発表されました。コロナ禍の中、例年４

月から実施している集団注射が中止されました。昨年のコロナ禍の中、特殊な１年間となりました。この

ことに関する去年１年間の経過についてお伺いしたいと思います。お願いします。 

     〔環境生活部長 村林 篤君登壇〕 

 

◎環境生活部長（村林篤君） 御質問のありました昨年の狂犬病予防注射に係る経過等について回答さ

せていただきます。 

 令和２年度の集合注射につきましては、４月１５日から４月２３日までの間、市内６９会場での実施

の予定をしておりましたが、４月１６日に緊急事態宣言の対象地域が全都道府県に拡大されたことから、

新型コロナウイルス感染防止のため、急遽４月２０日以降の本庁管内と三雲管内３７会場の集合注射を

中止といたしました。 

 中止の決定につきましては、近隣市町村の状況や獣医師の意見を参考にさせていただいたのはもちろ

んですが、市内での新型コロナウイルス感染者が４月１６日に２例目が確認され、集合注射会場におけ

る密を防ぐ必要があったことから、中止を決定いたしました。 

 この中止の周知につきましては、４月１７日に市ホームページへの掲載、各市民センターへの貼り紙

や周知等の依頼、報道機関への記事の掲載依頼、会場となっております公園等にも貼り紙等の対応を行

いました。 

 開催を予定していた当日は、職員が全ての会場を予定時刻に出向き、周知できなかった方への対応に

当たりました。 

 また、狂犬病予防注射は狂犬病予防法及び施行規則により、４月１日から６月３０日までの間に１回

受けさせなければならないと規定されておりますが、６月１１日に狂犬病予防法施行規則の一部を改正

する省令が施行され、予防注射の期間は１２月３１日まで延長されました。このことについて、市のホー

ムページ、広報９月号、１２月号で予防注射の接種期間が延長されたこと、また接種に当たっては新型コ

ロナウイルス感染拡大防止のため、動物病院に事前確認をするなど、対策をお願いするとともに、接種の



呼びかけを行ってまいりました。 

 このような経過を経て、市内で登録のある１万７２２頭に対し、令和２年１２月末までの間に７６２

４頭の接種が行われたことから、最終的な接種率は７１．１％となったところでございます。 

 以上でございます。 

     〔環境生活部長 村林 篤君降壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） ありがとうございました。接種期限が６月から１２月まで延長されたこと、そ

して動物病院の先生方の啓発等もあって、接種率は前年の７３．８％とほぼ同様の結果となりました。 

 しかし、市民の皆さんの中には、個別に動物病院で接種するよりも、地域において集合注射を行ってほ

しいといったお声もお聞きいたしました。昨年の予防接種について、どのように評価されているか、お聞

かせください。よろしくお願いいたします。 

     〔環境生活部長 村林 篤君登壇〕 

 

◎環境生活部長（村林篤君） 令和２年度の狂犬病予防注射の接種率につきましては、６月末の接種率は

４６．８％であり、前年の同時期の６６．７％と比べると、約２０％の差がありました。これは、例年で

すと集合注射による接種率は１５％程度でございますが、今年は４．２％であったこと、また不要不急の

外出の自粛を促していたため、この時点では低い接種率になっていたと考えております。 

 このような状況の中、接種率の向上のために予防注射の期間が延長されたこと、動物病院での接種の

お願いなど、市ホームページ、広報紙での周知、また電話の問合せに対する対応などを行ってまいりまし

た。その結果、飼い主の皆様の強い責任感と、獣医師の皆様の御協力によりまして、動物病院で多数の予

防注射を接種いただき、令和元年１２月末での接種率７３．８％に対し、令和２年１２月末では７１．

１％と、例年に近い接種率につながったものと考えております。 

 以上でございます。 

     〔環境生活部長 村林 篤君降壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） ありがとうございました。狂犬病の接種率、数字もいただいておりますので、

令和元年度７３．８％ということで、その前の平成３０年度が６９．３％、２９年度が６７．１％、２８

年度は６４．９％、２７年度が５８．４％ということで、去年も少し下がりましたけれども、７０％以上

ということでございました。ありがとうございます。 

 来年度、この４月からですけれども、狂犬病予防接種についてどのようにされていくのか、お伺いした

いと思います。お願いします。 

     〔環境生活部長 村林 篤君登壇〕 

 

◎環境生活部長（村林篤君） 令和３年度の集合注射につきましては、４月中旬から６９カ所での実施を

予定しております。実施に当たっては、保健所、獣医師と協議をし、新型コロナウイルス感染予防対策を

徹底した上で行ってまいります。 

 ３月中旬には、「令和３年度集合注射のお知らせ」の案内はがきを犬の登録者へ発送を予定しておりま

して、その中では、来場者の体調の確認やマスクの着用等の新型コロナウイルス感染予防対策のお願い



に関する文面を記載いたしまして、来場される方に協力をお願いしてまいります。 

 また、集合注射会場での手指の消毒、器材等の消毒はもちろんですが、獣医師、市職員がマスクをした

上で、ゴーグルもしくはフェイスシールドを装着して感染対策を図ります。会場によっては、例年より職

員の数を増やしまして誘導等を行い、密を防止して集合注射を実施していくことを考えております。 

 なお、今回の接種率の実績を捉えまして、今後の集合注射の実施地域や会場等につきましては獣医師

会と相談をする中で見直しを行い、接種率の向上に努めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

     〔環境生活部長 村林 篤君降壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） ありがとうございました。来年度４月中旬から６９カ所での開催ということで

お聞きしました。保健所、そして動物病院の先生方と十分協議をしていただいて、この新型コロナに打ち

勝つ対策をしっかりしていただいて、集合予防注射をやっていただきたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

 以上でこの項の質問を終わらせていただきます。 

 続きまして、コロナ禍での選挙の在り方について質問させていただきます。来年度の選挙費でござい

ますけれども、７月の松阪市議会議員選挙、そして１０月に任期満了を迎えます衆議院議員選挙の経費

が計上されております。新型コロナウイルスの感染が拡大する中、人と人との接触を抑える前例のない

選挙が全国的に行われております。 

 各選挙管理委員会では、選挙は自粛を求める不要不急の外出には当たらないとして、投票日当日の集

中を避けるための期日前投票の積極的活用や、投票所での感染防止策の徹底等に取り組んでおります。 

 松阪市におきましても、この安心して投票できる環境整備に力を尽くしてほしいと思います。安全・安

心の確保について、どのようなお考えをお持ちであるのか、伺いたいと思います。お願いします。 

     〔選挙管理委員会事務局長 近田雄一君登壇〕 

 

◎選挙管理委員会事務局長（近田雄一君） それでは、コロナ禍での選挙においてでございますけれど

も、私ども選挙管理委員会といたしましては、このコロナウイルス感染拡大防止に細心の注意を払いな

がら、安全・安心を確保して選挙の執行に努めていかなければならないと考えております。 

 令和２年１０月に三重県の選挙管理委員会事務局から投票所・開票所におけます新型コロナウイルス

感染症対策ガイドラインが公表されました。松阪市におきましてもこのガイドラインを参考にさせてい

ただくとともに、令和２年中に執行されました志摩市長選挙や桑名市長選挙の様子も拝見させていただ

いてまいりました。また、３月末には伊賀市議会議員選挙の視察をさせていただく予定をしておりまし

て、感染防止対策を現在も研究させていただいておる状況でございます。 

 ３密の防止やソーシャルディスタンスの確保、消毒の徹底やマスク等の着用などを基本とする感染症

対策を実施しまして、選挙人、選挙事務従事者の安全・安心の確保に努めてまいりたいと考えておりま

す。 

     〔選挙管理委員会事務局長 近田雄一君降壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） ありがとうございました。全国的な選挙の結果等見てみまして、このコロナ禍



の中、全体的には投票率は低下している傾向のようでございます。これには理由があると思うんですけ

れども、新型コロナウイルスの感染を恐れて、投票所に足を運ぶことを自粛された有権者が多かったの

ではないかといった予想もされております。 

 松阪市におきましても、投票率の低下が懸念されております。４年前の私たちの選挙もああいった投

票率でございましたけれども、このコロナ禍の中、その対策としてどういった形を取るのか、お伺いした

いと思います。お願いいたします。 

     〔選挙管理委員会事務局長 近田雄一君登壇〕 

 

◎選挙管理委員会事務局長（近田雄一君） 全体的に投票率が低下する傾向がございます中、前回の市議

会議員選挙の投票日でございますけれども、高校生の方によります投票事務作業への従事、また土性沙

羅さんを起用した啓発ポスターを作成していただいたり、さらに平成３１年の三重県知事選挙から商業

施設松阪マームに期日前投票所を増設し、投票の利便性の向上を図らせていただくとともに、同年の松

阪市長選挙におきましては、松阪高校、三重高校の放送部の皆さんに選挙広報活動への御協力をいただ

くなど、新たな取組をさせていただき、投票率向上に努めてまいったところがございます。 

 このほかにも、松阪市明るい選挙推進協議会によります街頭啓発活動をはじめ、小中高校生を対象と

いたしました明るい選挙啓発ポスター作品募集、表彰、そして市内小中高校での出前授業等を引き続い

て実施させていただいてまいりました。本年も、３月の実施予定を含め、市内で４小学校、４中学校、１

高校で啓発活動を実施させていただくことになっております。 

 今回は投票所における３密をとにかく避けるべく、本庁、松阪マーム、４振興局の期日前投票におきま

しては、混雑状況、令和元年の参議院選挙、松阪市長選挙におけます時間帯別の投票者数の状況を松阪市

ホームページ上で提供してまいりたいと考えております。 

 また、市議会議員選挙におきましては、投票日の３週間前から選挙執行時の周知・啓発といたしまし

て、新たにインターネット公告の活用等も考えておりますので、よろしくお願い申し上げたいと思いま

す。 

     〔選挙管理委員会事務局長 近田雄一君降壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） ありがとうございます。若い人の力、そしてインターネットの力といったもの

を駆使していただいて、しっかりと私たち議員も発信して、投票率が上がるように取り組んでまいりま

すけれども、行政としてもそういった対策をお願いしたいと思います。 

 続いて、投票でございますけれども、先ほどもありましたコロナ対策のガイドラインに基づいて行わ

れると思います。市民の皆さんが不安なく投票行動ができるよう、これの詳細について少しお伺いした

いと思います。お願いします。 

     〔選挙管理委員会事務局長 近田雄一君登壇〕 

 

◎選挙管理委員会事務局長（近田雄一君） この令和２年１０月に三重県選挙管理委員会事務局が作成

いたし公表しております投票所・開票所におけます新型コロナウイルス感染症対策ガイドラインに基づ

いて、投票所における来場者及び選挙事務従事者等の新型コロナウイルス感染防止対策といたしまして、

出入り口へのアルコール消毒液の設置、事務従事者及び立会人の席に飛沫防止ビニール等の設置、投票



用紙記載台等の定期的な消毒の実施、使い捨て鉛筆の準備と、持参した筆記用具でも投票ができるとい

うことのＰＲ、来場の際のマスク着用、せきエチケット励行の呼びかけや、先ほど申し上げました投票所

の混雑情報の提供、混雑を避けました来場への協力依頼というような対応を予定させていただいており

ます。 

 また、来年度、松阪市といたしまして一定の規模、有権者数といたしましては、当日有権者２５００人

程度の投票所につきましては、投票用紙自動交付機というのを配備させていただき、直接手渡しせずに

投票用紙を来場の方に交付することも検討させてだいておる状況でございます。 

 以上でございます。 

     〔選挙管理委員会事務局長 近田雄一君降壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） いろいろ方策があるみたいですから、市民の方に周知を徹底していきたいと思

います。よろしくお願いいたします。 

 そして、開票についても職員の皆さん、大変御苦労をおかけするんですけれども、不安なく開票してい

ただけるよう、この対策をよろしくお願いいたしたいと思います。 

     〔選挙管理委員会事務局長 近田雄一君登壇〕 

 

◎選挙管理委員会事務局長（近田雄一君） 開票所におきましては、同じように、三重県選挙管理委員会

事務局が公表しましたガイドラインを基本に対応することとさせてだいておりますが、開票所は特に作

業内容上、密になりやすいところがございます。したがいまして、事務従事者のマスク着用や手指消毒等

を徹底させていただきたいと考えております。 

 また、職員数は従来よりも削減して作業に当たってまいりたいと考えております。このため、開票終了

時間は延長するおそれがございますが、投票用紙の分類機、計数機などを効率的に活用することで有効

となる感染症防止対策も行いながら、開票事務の執行を行ってまいりたいと考えておるところでござい

ます。 

     〔選挙管理委員会事務局長 近田雄一君降壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） 開票事務、人数を少なくするということで、やっぱり開票の結果が遅くなるの

かなと、立会人の方は少し遅くなるかなと思います。 

 この項の最後の質問になるんですけれども、やっぱりコロナ禍の中で、これからの選挙の在り方につ

いても真剣に検討していかなければならないと思っています。大変に難しい課題であるんですけれども、

この電子投票についてお考えがあるかどうか、この辺のところ、お伺いしたいと思います。お願いいたし

ます。 

     〔選挙管理委員会事務局長 近田雄一君登壇〕 

 

◎選挙管理委員会事務局長（近田雄一君） 電子投票についてでございますが、電子投票は電子投票法に

より地方公共団体の議会の議員または長の選挙に限り、条例で定めるところによりまして実施すること

ができます。平成１４年２月の施行後、これまでに１０団体２５回の地方選挙で実施されてまいりまし

たが、機械等によるトラブルが発生したために、現在地方選挙において電子投票は行われていない状況



でございます。 

 昨年１２月、総務省による電子投票の導入に向けての説明会がリモート方式で開催されまして、松阪

市選挙管理委員会もこの説明会に参加させていただきました。電子投票は、開票作業における人員削減

と時間短縮には大きな効果があると考えておりまして、コロナ禍における開票作業での３密防止対策に

もなると言えると思います。しかし、経費面やシステムの安定性に加えまして、国政選挙において未導入

であるということから、実施に向けての課題となっておる状況がございます。 

 システム面では、令和２年３月に総務省が電子投票システムの技術的条件の改定を行い、従来の専用

機に加えまして、タブレット等の汎用機の使用も可能となっており、業者でのシステム開発が進められ

ていると聞いております。引き続き情報収集に努めてまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

     〔選挙管理委員会事務局長 近田雄一君降壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） いずれにいたしましても、安心して有権者の皆さんが投票に行けるように、電

子投票の在り方も含めて環境整備に努めていただきたいと思いますので、ぜひとも研究のほう、よろし

くお願いしたいと思います。 

 以上で、この項の質問を終わらせていただきます。 

 それでは、最後の質問でございますけれども、核兵器禁止条約発効について質問させていただきたい

と思います。 

 加盟国に核兵器の開発、そして保有、威嚇、使用までの全てを禁止する核兵器禁止条約が本年１月２２

日に発効し、広島・長崎の被爆者が願ってきた核兵器を違法とする初めての国際法規範が誕生いたしま

した。公明党は、同条約について、我が国の被爆者の皆様の声が国際的な法規範として結実したものとし

て、高く評価をさせていただいております。 

 しかし、核兵器保有国は条約に反対し、その核の傘の下にある北大西洋条約機構ＮＡＴＯの諸国、そし

て日本もこの条約を批准しておりません。ただ、日本も核保有国も、ＮＰＴ、核兵器不拡散条約の下での

核軍縮を段階的に進めていくことは必要との考えを持っているとのことでございます。まず、この両者

の溝を埋めていく作業が必要であって、唯一の戦争被爆国である日本が橋渡し役を積極的に担うことが

重要であると思っています。 

 本年１月２２日の核兵器禁止条約発効を受けて、竹上市長はどのように受け止めていらっしゃいます

でしょうか、お伺いしたいと思います。そしてまた、平和に対する思いも率直にお聞かせいただきたいと

思います。よろしくお願いいたします。 

     〔市長 竹上真人君登壇〕 

 

◎市長（竹上真人君） 核兵器禁止条約は、核兵器を非人道兵器として、その開発、保有、使用あるいは

使用の威嚇を含むあらゆる活動を例外なく禁止した国際条約であります。核兵器禁止条約の発効を受け、

日本政府は、日本が唯一の戦争被爆国として核廃絶を目指すゴールは共有しているが、条約への加盟は

しないという考えを継続して示され、これに対し、様々な意見があることも理解しております。 

 そのような中で、私どもが担っているのは、基礎自治体としての松阪市の行政でございます。前々か

ら、こうした国を二分する議論につきましては、どちらの立場に立つわけでもなく、国政には関わらない



というスタンスでさせていただいております。いずれにいたしましても、松阪市の非核平和都市宣言に

もありますように、世界唯一の核被爆国民として、全ての戦争を否定し、この地球上からあらゆる核兵器

の廃絶と戦争の根絶を訴えていくことに変わりはございません。 

 平和を愛する心を市民の皆様に、そして次の世代へつないでいけるよう願いを込め、戦争の悲惨さや

平和の尊さを訴え、非核・平和に向けた平和行政の推進に取り組み、市民が安心して暮らせる地域社会の

実現を目指していくという決意でございます。 

 以上です。 

     〔市長 竹上真人君降壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） ありがとうございました。公明党は、昨年１０月２１日に茂木外務大臣に対し

て、同条約発効後に開催される締約国会合に日本がオブザーバーとして加わることを緊急要望いたしま

した。このことに関しても、竹上市長の見解を聞かせていただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。 

     〔市長 竹上真人君登壇〕 

 

◎市長（竹上真人君） 先ほども申し上げましたけれども、どうして国政に関わらないという立場かとい

うのを、もう少し具体的に申し上げますと、私個人の意見をまるで松阪市の意見のように捉まえるとい

うのは、市民にとって不利益でしかないと私は思うんです。一方の立場の人からいうと、よくぞ言ってく

れたになりますし、一方の立場の方からいうと、そういう発言はおかしいだろうと。要するに、市政に対

する信頼を損なうことにつながっていくと考えております。 

 ですから、国政のことは国政の立場の皆様方で御議論いただき、私は基礎自治体の長という立場でご

ざいます。団体自治を担う長としまして、やはりこうした国政に関することについては国のほうに任せ

て、我々の地域行政をきちんと市民の生活、そして生命、財産を守っていくという立場で、そのことにつ

いてきちんとしていきたい。市民の皆様に不信感を抱かせるような発言は控えていきたいという立場で

おりますので、何とぞ御理解のほど、よろしくお願いいたします。 

     〔市長 竹上真人君降壇〕 

 

◆１５番（松岡恒雄君） ありがとうございました。繰り返しになるんですけれども、唯一の戦争被爆国

である日本、被爆者の方々の体験を役立てることこそが国際貢献につながると思います。その上で、最終

的には条約に日本が署名する環境や土壌をつくっていくことが重要だと思っておりますので、私たち地

方議員もネットワークの力で取り組んでいきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 以上で、予定しておりました時間を経過いたしましたので、これで質問を終わりたいと思います。 

 新型コロナウイルスワクチンの全国的な国内接種開始から約１週間が経過いたしました。昨日の報道

で高齢者向けのワクチン接種が４月１２日からとの発表がございました。いずれにいたしましても、来

年度の事業に関しまして、新型コロナウイルスワクチンの接種体制の整備にかかっていると思っており

ますので、接種率を下げないことを大きな目標としていただいて、ワクチンの確保・分配も含め、ワクチ

ンロスも発生させないこと、安心の接種体制の確立を目指していただいて、松阪市総合計画の中にあり

ます「明るいわ！楽しいわ！松阪やわ！」と言われるようなまちになるように、しっかりと行政運営をし



ていただきたいことお願いを申し上げまして、公明党の代表質問とさせていただきます。 

 この後、山本節議員から関連質問させていただきますので、よろしくお願いいたします。ありがとうご

ざいました。 

     〔１５番 松岡恒雄君降壇〕 

 

○議長（西村友志君） 暫時休憩いたします。午後４時３５分、本会議を再開いたします。 

                         午後４時２５分休憩 

                         午後４時３５分開議 


